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要約 

・ COVID-19重症化リスクの高い患者は、高齢者、高血圧、糖尿病な

どの心血管疾患（CVD）の危険因子を有するもの、CVD 患者、さら

には呼吸器疾患を有する患者である。 

・ これら併存疾患を持った患者や高齢者において、身体活動量の

維持は重要である。 

・ 一方、外出が制限される状況では、十分な身体活動量を維持する

ことは、意識しないと難しい。 

・ 運動療法、身体活動量の維持をすることで、生理的予備能の改善

ならびに身体機能や精神・認知機能の維持に寄与するだけでな

く、COVID-19 の重症化予防にも役立つ可能性がある。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ 運動の頻度、強度、時間、種類の FITT を意識した自宅での運動

療法の実施、そして身体活動量を維持することが重要である。 

・ 自宅で実施する具体的な運動療法が示されており、患者指導の

際の汎用性が高い。 


